
令和 7年  4月 1日  

北海道札幌高等養護学校長 様  

          薬報告書 （内服・外用・頓服共通） 

  （記入例 自己管理の場合） 

医師の指示により次の医薬品を使用する必要がありますので、学校および寄宿舎での使用をお願いします。 

医薬品の使用については保護者が責任を持ちます。  

なお、定期薬について変更等がある場合は速やかに提出書類を再提出します。 

薬の使用について、職員の確認や介助等が必要な場合にのみ併せて「薬依頼書」を提出します。 

 

依 頼 者 
生徒氏名  札高 太郎                （      ○ ○ 科   １ 年） 

保護者氏名  札高 太郎                           

病 院 名 ○○○○○○病院 主治医名 ○ ○ ○ ○ 

病名または症状  ○○○○○○ 

 

 下記に○印または記入の上、必要に応じた準備をして提出してください。 

  １  薬の種類等について①～③に○をおつけください。 

① 内服薬 ・ 外用薬 →② 【 定期薬 ・ 臨時薬 ・ 頓服薬 】 →③（ 新規 ・ 変更 ） 

 

    

 

 

 

  ２  家庭では自己管理で薬を使用している（  はい→３へ   いいえ→４へ ） 

 

３  上記の症状により、自己管理で使用させます。（   はい   いいえ  ）  

  

     ○ はいの場合   → 「薬剤情報提供書」（薬の説明書）を添付し、提出してください。 

薬剤情報提供書と違う内容がありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

                       

     ○ いいえの場合  → ４に○をつけます。 

 

  ４  上記の症状により服薬の介助をお願いします（     ）  

 

 薬依頼書に記入し、「薬剤情報提供書」（薬の説明書）を添付し、あわせて提出してください。 

 

   ※家庭で自己管理し、寄宿舎でも自己管理を希望された場合でも状況によって管理方法を御相談する場合が 

ありますことをお了承ください。 

※  定期薬 ： 疾患に対し長期間継続して服用または塗布する薬   

臨時薬 ： かぜなどで臨時に服用する薬、また症状により一時的に使用する外用薬  

頓服薬 ： 症状があるときのみ服用または塗布する薬 

 



【寄宿舎生徒】自己管理を選択した場合 

※薬を飲み忘れたときの対処法について事前に本人と充分話し合い、本人で対応できるようにお願いします。対処方法

についてはあらかじめ舎室担当までお知らせ頂きますようお願いします。 

 

例：気づいたタイミングで服用（何時間後まで？何回まで？次回服用まで何時間あけるか？など） 

  次回まで飲まなくて良い。週末に本人が保護者へ報告する。 

  本人から家庭に連絡し判断を仰ぐ※いつでも連絡がつく家庭に限る…など 

 

※寄宿舎生は別紙「寄宿舎での内服薬自己管理のきまり（保護者用）（生徒用）」を寄宿舎職員から貰い内容を確認の 

上、舎室での自己管理を開始します。  

 

※自己管理を選択した場合は「薬依頼書」の提出は不要です。 


